
襟元を締める 

 

休日でも外出する時は、私は必ず 

スーツを着ていきます。昔からそれが

公の場に出る際の作法であると、親に

教え込まれてきたからです。そのため

外出するための軽装はいつしか持た 

なくなりました。家でくつろぐ軽装の

もう一ランク上の服装は、いきなりスーツになってしまうの

です。一方で最近は、休日に軽装で颯爽と街を歩く姿の人々

が増えていますね。休日までスーツ姿で居ては、本来の自分

を見失ってしまうのでしょう。この社会的な傾向のために、

「今日は正装をされていますが、何か大切なお出かけですか」

などと言われる機会が増えました。その度に、自分も少しは

他の外出着を持とうか、などと考えている昨今です。 

そういう訳で私は休日もスーツにこだわっていますが、

人々の軽装の姿を見るのは、いかにも休日らしくて好ましく

思っています。ただ一つだけ、襟元にはこだわって貰いたい

と考えています。私の変わった性癖なのか、以前からヒトの

襟元が気になって仕方がないのです。例えば T シャツを着て 

いる年配の方の襟元が、若い方と違ってどうもさまになら 

ないと感じてみたり、プロ野球選手のアンダーウエアの襟元

がよれよれになっているのを見ると、この選手は私生活まで

だらしがないのではと疑いたくなってしまうのです。少なく

とも日本人は、首の周辺が人物全体のイメージに影響しやす

い、というのが持論です。 

最近の男性のワイシャツはおしゃれになりました。ボタン

ダウンが普及して、襟が立っているのです。私には、その  

襟の立ち具合も気になります。立ちすぎると品位が無くなり、  

むしろいやらしく映るからです。一方昔ながらの襟ですと 

立たずに寝てしまいがちで、どうも見栄えが宜しくありま 

せん。つまり襟は、寝ても立ちすぎてもおかしくなり、かな

り微妙な立ち加減が求められるようです。しかし例えば僧侶

の着物は、項で襟が立っているのが実に美しく、そこに己を

律する生き方が反映されているように映ります。襟が立ち 

過ぎていても、僧侶には不潔感は感じられないのです。ワイ

シャツの襟とどこが違うのでしょう。思案するうちに、それ

は襟元をきちんと併せて閉じているからではないかと思える

ようになりました。高い襟は襟元をきちんと併せてこそ栄え

る、という気がしています。 

襟元の併せ方といえば、NHK で放映されている韓国の時代 

 

劇を観ていて、主人公の襟元といじわるな脇役のそれとでは、

併せ方の角度に違いがあることに気づきます。主人公は両襟

を逆「へ」の字状に隙なくきちんと併せているのに対して、

悪人の併せ方は V 字状で、首回りがやや開いているのです。

わずかこの違いだけなのですが、そこに役柄の善悪の違いが

見て取れます。これは偶然ではなくて、製作者側の意図では

ないでしょうか。と言うのは、この善悪を識別する感覚は、

例えばニュースの中で警察に連行される容疑者を見る際にも

働くからです。容疑者がネクタイをはずして首回りを見せて

いると、まだ容疑者の段階なのに、あたかも犯人のような  

雰囲気まで醸し出すから不思議です。 

夏のクールビズで、ネクタイを外す習慣が社会に浸透しま

した。しかし大声では言いづらいのですが、やっぱり襟元は

閉じている方が見た目がかっこいい、まさに cool ですね。 

首回りは生き方を反映しており、通気性を目的とする部分で

はないからです。襟を正すとは、襟を立たせることではなく、

襟元をきちんと締める、そこから派生して気を引き締めて 

きちんと対処するという意味合いになるのだと思います。 

暑さをしのぐだけならば、私はビジネスの世界でも半袖の 

ワイシャツを解禁にしたらどうかと考えます。長袖こそ正装

という慣習があるのかもしれませんが、私には首回りを開放

するよりも長袖を半袖に替えるほうが、見た目がよっぽど 

美しいと思います。例えばパイロットの半袖の夏服を見て、

大変無礼なやつだとは誰も思わないでしょう。むしろ清潔感

や安心感が感じられるのは、襟元をきちんとネクタイで締め

ている見栄えに関係しているからではないでしょうか。 

サラリーマンから作家に転職した山口瞳さんは、著作  

『礼儀作法入門』の中で、サラリーマンの象徴の一つとして

ネクタイを挙げています。尊敬する吉行淳之介さんがシャツ

の襟元を開けている姿にかっこいいと羨望の眼差しを送り 

つつ、ご自身はネクタイにこだわって、色合いなどについて  

雄弁に語っています。長かったサラリーマン生活の自慢の 

一品が、ネクタイだったのではないかと想像します。遅れば

せながら季節は移ろい、今年もクールビズは終わりました。

私の目には、男性陣がネクタイをきっちり締めて襟元を正し

ている職場は、「できる」職場に映ります。皆様も、その方が

魅力的だと思いませんか。 
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